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奈良大学情報処理セ ンターの学習支援 システム

情報処理センター 横 田 浩

1.は じめ に

近年 、学 内LANを 活用 した 「教 育学 習 支援 シス テム」 の事 例 が 盛 ん に報告 され て い ま

す1}。 奈 良大学 情報 処 理 セ ンター で も、平 成18年4月 よ り、情 報処 理 セ ンター一 か らWeb

pageの 形 式 で 、学生 が授 業 で の教 材 等 を参 照 で きる 「学 習支援 システ ム」 を(試 行 的 に)

開始 しま した3卜5・。本 稿 の 目的 は 、現在 の 「学 習 支援 システ ム」 を紹 介 し、教 員 の皆 さん

にご協 力 をお願 いす る こ とです 。本 稿 は 、平 成18年 度情 報教 育研 究集 会 での報 告5)を元 に、

その後 の改 良 な どを追 加 した もの です。

2.シ ス テム の概 要

2.1Webpageの 内容

試行 的 に始 め る にあ た って 、Webpageの 形 式 で 、学 生 が授 業 で の教材 等 を参 照 で きる

システ ム に しま した ← ・部 の教 員 は、教 員 自身 の判 断 で 、授 業 内容 の概 要 を掲 載 した り、

問題 や課 題 を掲載 した りして い ます が)。

多 くの教員 は、授 業 時 の配布 資 料 をWordや 一・太郎 な どの ワー プ ロソ フ トやExcelな ど

の表計 算 ソ フ トを用 いて作 成 して い る と思 い ます。 また 、PowerPoint等 を用 い てス ライ

ド等 を授 業 に用 いて い る教 員 も増 えて い ます 。 しか し、一般 に、配布資 料 は印刷 の 関係上 、

元 が 「カ ラ,___」で あ って も 「モ ノ クロ」 にな って しまい 、 また、PowerPoint等 は授 業 時

間内 に提 示 す るだ け にな って しま うこ とが 多 いで しょう。 これ らを 「カ ラー」 で学生 に提

示 で きる と学生 に とって も有益 で あ る と思 わ れ ます 。 さ らに、 欠席 したた め に配 布資 料 を

受 け取 れ ない とき も、教 員 の研 究 室 まで 行 か な くて も、 受 け取 る こ とが で きます。 また、

研 究室 に行 って も教 員が 不在 で、何 度 で も尋 ね る とい うこ とを しな くて もよ く、教員 に と

って も 「セ ン ターで 印刷 しな さい」 と伝 え るだ けで よい ので、教 員 ・学 生 に とっ て も有益

で ある と考 え ます。

ここで は、 現在 の シ ステ ム を簡単 に紹 介 します。(平 成19年11月)現 在 のWebのTop

pageを 図1に 示 します 。 セ ンター主催 の 「はや うち タイ ピ ング コ ンテ ス ト」 が11月 の終

わ りにあ る ため、 その宣伝 が あ ります が 、通常 は、 この部 分 はあ りませ ん。現在 、協 力 し

て頂 い て い る教 員 が それ ほ ど多 くない ので 、教 員 の 名前 の ア イウエ オ川頁に並 べ て い ます。

多 くの教 員の協 力が 得 られ た ときは、学生 達 が探 しやす い よ うな形 式 にす る必 要が あ りま

す。

教 員 を探 し、 さらに科 目 を選択 す る と、各教 員 が提 示 したい と考 えて い る資 料等 が表 示
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され ます・基 本 的 に・配布 資 料 やPowerPoint等 の フ ァイル はPDFフ ァイル に変 換 した も

の を表 示す る ように してい ます。

なお ・現在 は・著作 権等 の 関係 もあ り、学外 へ の公 開 は行 ってい ませ ん
。
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図1.学 習支 援 シス テム のToppage

以 下・筆 者 の もの を示 しなが ら、紹 介 します。 こ こで は、講 義形 式 で コン ピュー タ とイ

ンター ネ ッ トの概 要 を解 説 す る 「コ ンピュー タ概 論 」 を取 り上 げ ます
。 「横 田 浩」 の 「コ

ンピュー タ概 論」 を選 ぶ と、 図2の よ うな、 画面 にな ります。
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授業時のスライ ドおよび配布資料 を表示 したり印刷できるようにしています。

原則として、(三)と(四)は 同じですが、スライドのみ若干異なることがあります.受講している方を見てください.

簡単な問趣も提示する予定です.復習に利用してください.

配布資料の表示用と印刷用は同じです。どちらかのクラスで配布したあとに提示しますu

スライドの表示用と印刷用は異なります。両方のクラスで掻業を行ったあとに提示します。

「表示用」はカラーです縮 廟 響 ㌻醜 と艦 誕 甥 贈 蔭 聯 マぎ主タで印刷をしてくださ・・
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図2.「 コン ピ ュータ概論 」 のToppage
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この授 業 で は・テ キス トは使 用 せず 、資料 として モ ノク ロの プ リ ン トを配布 し、さ らに、

PowerPointに よるス ライ ドを用 い て解 説 を行 っ てい ます 。 以前 は、 欠席 した学 生 用 に情

報処 理 セ ンター のパ ソコ ンの共有 フ ォル ダか ら印刷 で きる ように してい ま したが 、支援 シ

ス テ ムの 開始後 は・Webpageか ら印刷 す る よ うに指導 してい ます
。 また、 ス ラ イ ドも授

業後 ・復 習 で きる よ うにWeb上 に公 開 して い ます 。 配布 資 料(図3)は 、 そ の まま、 印

刷 で きる ようにな ってい ますが 、ス ラ イ ドは、カ ラーの まま印刷 をす る と膨 大 になる ので、
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標点と座標点をどのような線で結び、何色で塗るかといった、数学的データでできている。
2.ペ イント系 σビットマップ画像1)

_[一 と呼ばれる点の集まりでできている。このピクセルの1つ1っ が色の情

報を持っている。

画像 の 種類 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

デジタルの薗像には,大愈く分けて2つの租

類があり塞す,

1つ8は 「ベクトル画像」で,塵標点と臨

標点をどのような練で結び,伺色で塗るかと

いった噂数学的なデータでで轡てい塞す,
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スター酉像」や「ヒノトマ'ブ薩像」と呼ば

れるものでt.こ れ13,ピクセルと呼ばれる
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ついて説明しでいき宮す.
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図3.配 布 資料 の例(Word文 書 ⇒PDFフ ァイル)
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図4.ス ライ ドの 「表示 用」 の例(PowerPointフ ァイル ⇒PDFフ ァイル)
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カラー版(表 示用:図4)は 参 照 用 に し、 印刷用 にはモ ノク ロ版(印 刷 用:図5)に し、

6ペ ー ジ分 を1枚 に ま とめ て い ます 。 さ らに、 そ の 回の授 業 に関係 す る数 問 の問題 を提 示

し、学 生 の復 習 に便宜 をはか ってい ます(図6)。

以 上 が、 基本 的 なWebpageの 形 式 で す 。実 際 には 、授 業 内容 に よって異 な ります が 、

配布資料 だけ の提 示 で あ った り、各 回の ま とめ を載 せ た りな ど、各教 員 が工夫 を してい ま

す。 附録Aも 参 照 して くだ さい。
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図5.ス ラ イ ドの 「印刷 用」 の例(PowerPointフ ァイル ⇒PDFフ ァイル)
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第3回 目の内容に関する問題

.日 本語の漠字を含むコードは2バ イトで表される。2バイト使用する理由を箇単に説明せよ。

.400字 詰辰着用畿1枚 の(日 本語の)文 章を表環するには何バイト心要か。

.日 本諮の表現には.JIS襖 字コードやシフトJISコードなど複数ある。そのために、電子メールやホームページで起こ

るトラブルは何か。

.百 塵チータの表覗方法の1つ であるペイント系の特徽を箇単に説明せよ。

.解 毒度を表す単位であるdpi(ま たは 叩i)を 説明せよ。

に

囲 横 笹 ㌧1勧甥 ・→1鎖。甑.
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図6.「 問題」 の例(HTML形 式)
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2.2教 員へ のサ ポ ー ト

多 くの教員 は、配 布資 料 をWordや 一太 郎等 の ワー ドプ ロセ ッサ で作 成 して い る と思 わ

れ ます。 この よ うな フ ァイ ルか らPDFフ ァイル に変 換 す るの は簡単 です 。 しか しなが ら、

一般 にそ のた めの ソフ ト(フ ァイル変換 ソフ ト)を 持 ってい ない教 員 も多 い と思 われ ます

ので 、情 報処 理 セ ン ターで 、WordやPowerPointの フ ァイル をPDFフ ァイ ル に変 換 す る

作 業等 のサ ポ ー トを行 って い ます 。詳細 は、 附録Bの 情 報処 理 セ ンター運営 委員 会 で配布

され た資 料 を参照 して くだ さい。現 在 、使 用 して い る資 料 をセ ン ターへ提 供 してい た だけ

れば掲載 で きる ように なって い ます 。

また、各 科 目のToppageの ス タイル に は決 ま りは な く、各教 員 に任 されて い ます。 今

後 、多 くの教員 に協 力 して頂 くた め には、 い くつか の ス タイル を例 と して提示 し、指定 し

て もら う等 の サ ポー トな どを考 え る こ とも必 要 にな るで し ょう。

3.問 題 点 と今 後

この システ ム を、学生 が どの程 度使用 して い るか を知 る こ とは、今後 の運 用 にお い て重

要で あ る と考 え、 「情報 基礎 ・倫 理」(湊 教授 の ク ラス に もお願 い した)お よび 「コン ピュ

ー タ概論 」 の前期 の受 講生 に
、授 業改善 ア ンケ ー トに追 加 を して調査 しま した。尋 ね た内

容 は、以下 の3つ で す。急 に作 成 したため 、現状 を知 る ため の内容 の みで あ り、学生 の意

識 な どは尋 ねて い ませ ん。

10.「 教育(学 習)支 援 シス テム」 を知 っ てい ますか?

1:知 ってい る5:知 らない

11.10で 知 って い る と回答 した人 に尋 ね ます 。利 用 した こ とが あ りますか?

1:2回 以上利 用 した こ とが あ る3:1回 だけ利用 した

5:利 用 した こ とが ない

12.11で 利 用 した こ とが あ る と回答 した人 に尋 ね ます 。利 用 してみ て 、役 にた ち ま し

たか?

1:役 に立 った2:ど ち らか とい えば役 に立 った

3:ど ち ら ともい えない4:ど ち らか とい えば役 に立 た なか った

5:役 に立 た なか った

結 果 は、知 っ てい る と答 え た学 生 が約3割 で した(ク ラス に よ って異 な りますが 、27～

35%。1ク ラス のみ50%)。 この科 目は、他 の科 目 とは異 な り、授 業 中 にス ライ ドで提示
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を して説 明 して い ます(ク ラス に よって は2回 以 上)。 この よ うな クラス にお い て も、 こ

の程度 の認 知度 で あ る こ とを考 え る と、全 学 生 の認 知 度 は非常 に低 い もの と言 わ ざる を得

ませ ん。学 生へ の宣 伝 が必 要で す。 また、学 生が必 要 と してい る科 目の資料 が掲 載 され て

い なけれ ば、知 ってい て も利 用 しないの で、 多 くの教 員 の協 力 も必 要 です。

もちろ ん、知 って い る学 生 の多 くは と りあ えず利 用 してい ます(1回 の みの使 用 を含 め

約8割)。 学 生 に よって は、印刷 した資 料 を持 って質 問 に来 た り、授 業 中 に見 て い るので 、

学 生 に よって は有益 に利用 してい る と思 われ ますが(「 役 に立 った」 ・「どち らか とい え ば

役 に立 っ た」 は クラ ス に よっ てば らつ きが大 き く約30～80%で した)、 利 用 を多 くの学

生 に広 げ てい くこ とが今後 の重 要 な課題 で あ る と考 え ます。

そ の一つ と して、現 在 、情 報処 理 セ ンターで ブ ラウザ(HP閲 覧 ソフ ト)を 起 動 す る と、

白い 画面 が 表示 され る設 定 にな っ てい ます が 、 これ を 「学 習 支援 シス テム」 のToppage

が表 示 され る よ うに設 定 す る こ とが 考 え られ ます 。実 際 に使 用 す るか どうか は別 に して、

学生へ の認 知度 は高 まる もの と思 われ ます 。

さ らに、 自宅等 の学 外 か ら も利 用 で きる ようにす る こ と も考 え るべ きで しょう。 ただ 、

著作 権 や認証(パ ス ワー ド等)の 関係 もあ り、今後 の検 討 課題 とな ります。

e-Learningと い う言葉 が 色 々 な ところで使 わ れ てい ますが 、本 学 の よ うな小規 模文 科 系

大 学 にお い て は、遠 隔授 業 の よ うな教 員不 在 の授 業 で は な く、学 内LANを 利 用 した形 で

の支 援 システ ム(教 員側 な らび に学 生側 両方 の支援 にな る シス テ ム)を 模 索 し、構築 して

い く必 要 が あ る と考 え ます6)。 レポ,___トの提 出 を受 け付 けた り、 イ ン ター ネ ッ トを用 いて

教 員 に質 問 した りす る こ とな ど も考 え られ ます が 、現 在 の システ ムで は 、簡単 で はな く、

情 報処 理 セ ン ター の コ ン ピュー タシス テ ムの更 新 時 に検討 され る必 要 が あ る と考 え ます 。

しか しなが ら、現 在 の シス テ ムが そ の一歩 とな り、多 くの教 員 ・学 生が利 用 され るこ とを

望 み ます。 多 くの教 員 の皆 さんの ご協 力 をお願 い します 。

附録A:教 材 等 の 提 示 以 外 の 試 み

ここで は、筆者 が今 年度 後期 か ら試 み て い る内容 を紹 介 します。 しか しなが ら、これは、

毎 回授 業終 了 の たび毎 にサ ーバ にア クセスす る必 要が あ り、教 員 の ア クセスが 簡単 で はな

い現 状 で は、 あ くまで 、 セ ン ター教 員 の試 み と して読 んで くだ さい(一般 の教 員 の方 に勧

め る もので はあ りませ ん)。

筆 者 の もう0つ の担 当科 目で あ る 「情 報 基 礎 ・倫 理 」(図7)に お い て は、 配布 資料 の

ほか に、毎 回の授 業 の概 要 や連 絡事 項 お よび出 欠 を取 る際 の 「質 問」 な どを掲載 して い ま

す(図8)。 この科 目は 、実 習 を伴 う科 目で あ るた め 、必 ず しも予 定 通 り進 ま ない こ とが
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多 々 あ ります 。 同 じ科 目 を (後 期 は)3ク ラス担 当 して い ますが 、 すべ ての ク ラスで微 妙

に進 度が 異 な ります。 そ こで 、 どこまで進んだかを、教員が確認する とともに、学生(特

に欠席 した) も確 認 で きる よ うに しま した。 そ の ため、 配布 資料 とは異 な り、授 業 を行 っ

た後でなければ内容 を作成で きず、また、目的か ら考えて更新 をあま り遅 くはできませ ん。

原則 として、授業 を行 った日に更新 することを心がけていますが、翌 日になることも多い

のが現状 です。

　甥"の 凋隣o .魏⑪

◎ 、 糊 墜1・

ア籔薩⑪ 臆岡斜1働 酬 輔 面靖齢 ▽o移 酌
轟

情報基礎 ・倫理

配布資料

ま彙f防法のまとめ

授粟内容等

クラスによって、若干進度が異なります.自 分のクラスの分を見て碇 さい.

ただし、出席確認時のメールでの質問は、他のクラスの7」も参考になります。

躍繭 臓謎灘

具 は明蛋1してありません.ノートや配布賛料を参考口してください.
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図7. 「情 報基 礎 ・倫理 」 のToppage
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第1回 の内容

(1)出席を重視します.1!3以上(すなわち5回以上)欠席した場合は、理由を
問わず、評価は「不足」になります.

(2)成績は、実技試験(40点溝点)・ 筆記試験(60点渚点)を元に、出欠や受講時
状況などを加味して評価します.両方の試験を受けなけれ(#,合格できません.
ただし、この撹業で単位が取れない最大の理由は、 「出席不足」です.

(t)..～ の ロ グオ ン 學ロ グ オフ

センターのパソコンを使用するには、禾1煽する人を指定する必妻がある
利用者を特定する「ユーザ名」と確認するためのrパスワード」必要

,.用 のユーザ名は、学生証に明記されている

この撹業では、メールサーバと呼ばれるコンピュータが、重要な役割を
していることを理解してもらうために、メール用のソフトを使用しない
メール用の 「サーバ名・ユーザ名」 侃布された一覧を参照)と 「パスワード」の説明
TeraTerm(Dを 行うためのソフトウェア)を用いてサーバと接続する

今日の用語

メールサーパ:■子メールの受発信のサービスを提供するコンピュータのこと
「般に、ネットワーク上でサービスを提供するコンピュータを
「サーバ」といい、その前に、サービス内容をつけて表す。

コンピュータ上で、禾1蠕者を闘fするための符号.コ ンピュータ毎に
決まるため、使用するコンピュータによって一般に異なる.

剰朔者が本人であることを確認するための符号.したがって、他人に
教えてはいけない.⇒ 情鞭6理の講義で詳しく説明する.

他のコンピュータを遠隔操作で利用するための規約およびそのためのプ
ログラムのこと(TeraTe禰 はそのようなプログラムの一つの商品)

ぺう㈱ 戯走

蔓幽 麟@胴 脚 鯉㈹一

.1
「「rrに一

1曲咽.醐贈 剃♂劇4歯 陶1雛9嚥

図8. 「授業内容」の例(HTML形 式)
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附録B=「 奈良大 学学習 支援 システム利 用 に際 して」

ここでは、2007年10月25日 の情報処理 セ ンター運営委員会で委員 に配布 された、表記

タイ トルの依頼文(呼 びかけ文)を 採録 します。

主 と して本校 学 生 の 自習 ・予 習 のた め、奈 良大 学学 習支 援 システ ムへ の積極 的 な教材提

供 を呼 びか け ます 。

この シス テム は学 内 か らのみ 閲覧可 能 な シス テ ムで、 まだ試 行版 とい って いい段 階 なの

で気軽 に ご利用 くだ さい。本 格 的 な システ ムの導 入 ・運用 をす る に際 して、教 員 ・学生 に

とって利用 しやす い シス テム を選択 しよう と思 い ます 。 つ きま して は、現 在 で きる限 り自

由 に どの ような形態 で も掲 載 で きる よ うに して お ります ので 、先生 方 の教材 ・資 料等 の提

供 をお願 いい た します。

掲載可能な教材 ・資料

1.Word、 一・太 郎 、 エ ク セ ル 、PowerPointな どで 作 成 した 資 料 。(授 業 時 に 配 布 した

プ リ ン トな ど。 学 生 の 予 習 ・復 習 用)。

提 供 方 法:フ ァ イ ル をFD,USBメ モ リ な どで 情 報 処 理 セ ン タ ー へ 持 参 。 ま た

は 、 電 子 メ ー ル に添 付 して 、center@aogaki.nara-u.ac.jpへ 。

PDFフ ァ イ ル に して 掲 載 し ます 。

2.デ ジ タル カ メ ラ で撮 っ た 資 料 写 真

提 供 方 法:フ ァ イル をFD,USBメ モ リ な どで 情 報 処 理 セ ン タ ーへ 持 参 。 ま た

は 、 電 子 メ ー ル に添 付 して 、center@aogaki.nara-u.acjpへ 。

また は 、 デ ジ タル カ メ ラ を直 接 情 報 処 理 セ ン タ ーへ 持 参 。

JPEGフ ァ イル に して掲 載 し ます 。

3.プ リン トされた写真 、 ス ラ イ ド

提供 方 法:現 物 を情 報処 理 セ ンタ,___へ持 参。

デ ジ タル画像 に変 換 し、JPEGフ ァイル に して掲 載 します 。
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4.図 、写真付 の説 明文

提供方法:

文章中に図

図 また は写 真 と、文章 をそれ ぞ れの フ ァイル形 式 で保存 した フ ァイル

をFD,USBメ モ リな どで情 報処 理 セ ンターへ持 参 。 また は、電子

メー ル に添付 して 、center@aogaki.nara-u.ac.jpへ 。

・写真 を挿 入 して
、PDFま た はHTML形 式 で掲 載 します。

5.参 考URL(有 用 な ホ ー ム ペ ー ジ の ア ドレス)

提 供 方 法:電 子 メ ー ル に 書 い て 、center@aogaki.nara-u.acjpへ 。

URLヘ リ ン ク を は りま す 。

6.授 業 中 に出題 した小 テス トの問題 ・解 答

提 供 方法:フ ァイル をFD,USBメ モ リな どで情 報処 理 セ ンターへ 持 参。 また

は、電子 メール に添付 して、center@aogaki.nara-u.acjpへ 。

問題 をホー ムペ ー ジに掲 載 し、 解答 を リ ンク先 で読 む ように します 。

注 お よ び 参 考 文 献

1)平 成18年 度 の 情 報教 育研 究 集 会(広 島 大 学 、2006年11月25日 ～26日)に お い て多 くの 事 例 が 報 告 され て い ます 。

研 究 集 会WebのURLは 以 下 の 通 りで す 。

http://conf2006.media.hiroshima-u.ac.jp/

2)教 員 の 研 究 室 か ら も閲覧 可 能 です 。 た だ 、 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム の都 合 上 パ ソ コ ン に若 干 の 設 定 が 必 要 とな り

ます 。 未 設 定 の 方 は 、 情 報 処 理 セ ン ター まで 、 連 絡 をお 願 い します 。

3)平 成19年 度 初 め まで 、 「学 習 支 援 シ ス テ ム」 で は な く、 「教 育 支 援 シ ス テ ム 」 とい う名 称 で した 。 しか しなが

ら、 現 在 の シス テ ム は、 本 文 に もあ る よ うに 、 ほ とん どが 教 材 等 を提 示 し学 生 が復 習 や 試 験 対 策 の た め に利 用 す

る形 態 で あ り、 教 員 が 授 業 時 に利 用 す る こ とが ほ とん ど ない 状 態 で あ る の で 、 「教 育 」 支 援 で は な く、 「学 習 」 支

援 の 方 が 実 情 に あ って い る との判 断 か ら名 称 が 変 更 され ま した 。 したが っ て 、 今 後 の シ ス テ ム の 内 容 に よ って 、

名 称 の 変 更 は あ り得 え ます 。

4)横 田:"HPに よ る授 業 支 援 シ ステ ム の 紹 介 と依 頼",教 授 会(2006年7月13日)。

5)平 成18年 度 の 情 報 教 育 研 究 集 会 にお い て 、(試 行 開 始 後 、約 半 年 の 状 況 で す が)紹 介 し ま した。 横 田:"奈 良

大 学 情 報 処 理 セ ン ター にお け る教 育 支 援 シ ステ ムの 試 み",平 成18年 度 情 報教 育 研 究 集 会 講 演 論 文 集,pp.625-627

(2006)0

6)2007年7月5日 お よび9月19日 に開 か れ た 「e-Learning導 入 に む け た 意 見 交 換 会」 に お い て も、 そ の方 向 で議

論 が 進 め られ ま した 。
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